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２０日 運動会 大隅アリーナ屋内テニスコート場 10 時 開会式 12 時 20 分 終了
参加者予定人数を集計した結果、親族の範囲だけで３５０名程度となっています。この人数であれば、屋内

ですが広い場所であり、現在の感染状況であれば、親族は制限なしで大丈夫では？！と判断しています。

２６日 11･12 月誕生会 ＊写真をきれいに見たい方はホームページの月報欄をどうぞ。

保護者の皆様にも一考していただ

ければと思い、園長としてメッセー

ジを届けます。

発表会での子どもたちの姿、いか

がだったでしょうか。皆、勇気をふ

りしぼり、参観者の期待に応えたい

と舞台に立っています。お稽古事教

室の発表会ではありませんので、無

理強いや鍛えるような練習はしてい

ません。これ以上のレベルに鍛える

ことは当園の保育方針では無理です。

それでも、練習の過程、衣装や小道

具を製作した職員、舞台に立つ園児

に、もっと盛大な拍手を送ってほし

かったと感じました。「参観者の拍

手が子どもたちの未来力です！」

普段とは違う姿を、多くの大人か

ら称賛してもらえる経験が、発表会

という行事の意義のひとつだと思っ

ているのですが・・・。

下の写真は、アトムルームの掲示

物です。よりよいデジタル活用を伝

え始めて、約１０年。この約束事を

守り続けて、園児同士でも拍手を送

り合い、大きな成長につなげていま

す。子どもの成長を願う大人として、

我が子だけではなく、どの子どもに

も「拍手を送り称賛する」というの

は、重要な参観マナーでは？！

一昨年は、自分のお子さんの出番

が終わると席を立つという家族が多

く、最後の年長児の出し物は、もっ

とも少ない参観者となり、残念に感

じたことまで思い出すことでした。

次年度からは、実施する以上、「盛

大な拍手を送る」、「途中退席しない」

を、感染症対策同様の参観者マナー

として、大人の皆様に要望しますと、

月報でお伝えしておきます。

発表会開催の意義やマナー

第４９回発表会 １０月９日（土）、第１部は、こあら組＋３歳児。第２部は、４・５歳児で開催。

猛暑や長雨が続いた夏の時期、クーラーの効く室内で、ゆったりと無理なく練習ができました。この時期の発表会が、よい選択であっ

たと判断しています。これからは、涼しさを感じる園庭で、ちょっとだけ運動会へ向けての取り組みを始めます。
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「もうしません！もうしません！」と言って逃げる園児たち、いったい何を自省しているのだろうか？と、おもしろく感じることでした。

１０月２６日 秋の遠足 雲一つ見ることのない快晴の秋空、しかも、無風で適温という最高の天候に
恵まれ、きりん組は中牧公園で、こあら組は保育園で、秋の一日を楽しみました。さらに、種子島から、園児のために
ロケットを打ち上げてもらえるなど、貴重な思い出ができました。

工業団地に隣接してい

る当園の周囲は、大型車

の通行が多く、重大事故

への不安から園外へ出る

ことは控えていました

が、今回、初めて、裏道

を使って 4・5 歳児が、
片道１ｋｍに挑戦。

兵庫県姫路市の日ノ本短大の大学院生とのオンライン交流

実践を重ね、日本保育学会への論文に仕上げる予定です。

新職員の福満千尋（ふくみつちひろ）先生の紹介
アメリカに１年間留学、英会話がバッチリです！以前、視察に来
園され、当園で勤務したいという想いが大きくなったそうです。


